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マイロック取付け現場となりるのは山口県山口市にある５階建て全１２戸の賃貸住宅です。ここ

はおよそ１０年前に前機種であるマイロックＳＮを全戸設置いただいており、故障は今まで一度

もありませんでした。しかしながらＳＮは生産中止となり保守部品の確保も困難になっている

ことから、コストの負担がかかりにくいリースを活用して現行機種のＶＦ-１０Ｈに全戸リプレース

を実施して頂くこととなりました。今回は、その取付け作業の施工現場を紹介します。

①施工前

マイロックSNが設置

されています。汚れが

見られるものの、故障

はありません。

②取り外し

テンキー部とリア本体を取り外し

ます。取り外した後の汚れは

しっかりときれいに拭き取ります。

③穴開けの位置決め

台紙などを利用してマイロックを取付る為

の穴を開ける位置を決めます。ここで位置

が決まりますので、特に集中して正確な

位置決めを行います。

④ビニール取付け

穴を開ける前にビニール袋

を扉に取り付けます。こう

することで穴を開ける際に

出る屑が飛び散るのを防

ぎます。

⑤穴開け

マイロック取付けの為の穴を開けます。扉の

外側と内側の両側からそれぞれ穴を開けます。

この時位置が合っていないと穴がずれ、マイ

ロックをきれいに設置できないことがあります。

穴開けは最も慎重に行う作業の一つです。

⑥リア下地、テンキー取付け

まずリア部下地を取り付けま

す。続いて扉を挟むようにし

てテンキー部を取付け、ビス

で固定します。

⑦仕上げ

テンキー部が水平に設置されてい

るかチェックします。美しい仕上

がりになるよう気を配ります。

リアケースを装着したらほぼ完了

です。

⑧受金具取付け

旧型のものから現行の

受金具に取り替えます。

⑨設置完了

無事完了です。所要時間は約40分。

マイロックの動作確認や工程の漏れ

はないかなど最後の最後まで施工の

チェックを行います。

⑩掃除

施工後は隅々まで掃除

を行います。

モットーは、〝来た時

よりも美しく〟です。

最後に入居者様にマイロックの内容や操作方法

を説明して終了です。

今回の入居者様に話を聞くと、「普段からマイ

ロックを利用し鍵の持ち運びをしなくて済む事に

大変利便性を感じている」との事でした。これか

らはカードによる解錠もできるようになりますので

ますます便利になることと思われます。

今後もセキュラではあらゆる入居者様に安心・

安全・便利な生活が送れるよう製造、販売、施工、

アフターフォローに尽力して参ります。



当社および当社オリジナル製品『マイロックＶシリーズ（ＶＥ－１０，ＶＦ－１０）』がセキュラ本

社の所在地である山口県下関市において、「新商品の生産により新たな事業分野を図る者」

として認定を受けました。

当社開発の『マイロックＶシリーズ』を、下関市新商品による新事業分野開拓事業者認定実

施要綱第2条第1項の規定により、地方自治法施行令第167条の2第1項第4号で定める「新商

品の生産により新たな事業分野の開拓を図る者」およびその商品として申請しておりましたと

ころ、平成29年1月19日に認定の通知をいただくことができました。

「新商品の生産により新たな事業分野の開拓を図る者」の認定を受けることのメリットは、

①認定を受けた事業者の新商品をホームページ等でPRする。

②市の機関が認定事業者の新商品を購入する場合には、地方自治法施行令の規定により、

随意契約が可能となる。（ただし、商品の購入を保証するものではない。）

があります。

正直これらは販路拡大にすぐさま直結するものではないかもしれません。

しかしながら日本において、マイロックを始めとした一般家庭におけるオートロック電子錠の

認知度はまだまだ低いのが現状です。賃貸住宅フェアや住宅メーカーのお役立ちフェアなど

全国中のイベントに参加すると同時に、こうした地元自治体の力も借りながら別の角度からも

地道に認知度を広め、市場拡大に努めることが肝要であり当社の役割でもあると思います。

我々にできることはどんどん行っていこうと考えています。それがセキュリティ業界の発展に

繋がり、ひいては社会貢献へと繋がっていけば本望です。

セキュラはこれからも、お客様に安心・安全・便利な生活を提供するため、そしてお客様の

生命と財産を守る為に、マイロックの普及拡大に努めていく所存です。
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今月の言葉

【ＰＲＥＰ（プレップ）】
ＰＲＥＰとは、プレゼンテーションに用いられる技法です。

一言でいうと『結論を先に言う』ことで簡潔かつ説得力を高めるものです。

Ｐ‥‥ｐоｉｎｔ 結論

Ｒ‥‥ｒｅａｓоｎ 理由

Ｅ‥‥ｅｘａｍｐｌｅ 事例、具体例

Ｐ‥‥ｐоｉｎｔ 再び結論 （意思・実行に繋がる）

の順序で文章を構成します。使用例としては、

「私の趣味はマラソンです(結論)。なぜなら学生時代陸上部に所属しており、また

ダイエットにも最適だからです(理由)。ちなみに私の同僚は１年間で15ｋｇのダイ

エットに成功しました(事例)。だから私はマラソンをしています(再び結論)。」

という流れです。

セキュラでは、プレゼンテーションに限らず社内の報告や連絡にも使用しています。

簡潔にわかりやすく伝える為です。報告する際に経過から話していくと論点が見えづら

くなり、誤解を与える事もありえます。ですから結論を先に言うことを心掛けています。

商品のご提案や説明を始めとして様々な情報発信を行っていますが、お客様にわかりや

すく、そして正確に理解して頂くためにもどのように話せばよいかを普段から考え実行

しています。

今年初めての旭化成お役立ちフェアが久留米市のＴＯＴＯ

ショールームで開催されました。

例年福岡地区は博多での開催が主でしたが、最近では佐賀

県や北九州市でも開催し、今回初めて久留米市で開催され

ました。九州各地でマイロックをアピールできるいいチャンス

でもあり、今回もいろいろな方に実際マイロックに触れて頂き

ました。

2月は東京など関東圏を中心にお役立ちフェアが開催される

予定です。もっとたくさんの方にマイロックを使って頂けるよう

本年も元気にアピールしていきたいと思います。


